
 

 

 

 

 

 

古希の祝い 

 私は齢７０歳・古稀を迎えた。「古希」は、唐の詩人・杜甫の曲江詩「人生七十

古来稀なり」（七十年生きる人は古くから稀である・詩の全文を下に掲げる）に由

来する。70 歳まで生きることは、今や稀ではなく当たり前、生きられない方が稀

だ。ふだんあまり音信のない息子から、家族皆で私の古稀を祝ってくれるという連

絡が入った。こ（れまでにない）稀なことで喜んだ。（実は息子の嫁が配慮してくれたようだ） 

こき使われて７０年、小気味よく送れた人生 70 年、充実の味が濃き七十年人生を感じつつ、 

大きく呼気→吸気の深呼吸をして、親子電話の子機を使って「ありがとう」と電話をした。・・・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ひ  とが大好き 

○ら  くてん家 

○い  つも笑顔で 

○た  くさんの楽しみ 

○か  族の愛に助けられ 

○お  もしろおかしく７０年 
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【
現
代
訳
】
朝
廷
で
の
仕
事
を
終
え
て
退
出
す
る
た
び 

に
、
服
を
質
（
し
ち
）
に
入
れ
、
そ
の
金
で
酒
に
酔
い 

痴
れ
て
家
に
帰
る
。 

そ
の
せ
い
で
、
酒
代
の
借
金
も
当
た
り
前
の
こ
と
と 

な
り
、
あ
ち
こ
ち
に
た
ま
っ
て
い
る
。 

し
か
し
人
の
寿
命
に
は
限
り
が
あ
っ
て
、
古
来
、
七
十 

ま
で
長
生
き
す
る
者
は
め
ず
ら
し
い
の
だ
。 

杜
甫
は
こ
の
後
、
花
の
間
を
舞
う
蝶
や
、
水
辺
を
す
い 

す
い
と
飛
ぶ
と
ん
ぼ
を
眺
め
つ
つ
、
し
ば
し
の
間
、 

こ
の
春
の
景
色
を
楽
し
も
う
か
、
と
詩
を
結
ん
で
い
る
。 

（
杜
甫
、
四
十
七
歳
の
作
） 

酒
に
呑
ま
れ
て
借
金
に
ま
み
れ
る
と
い
う
杜
甫
の
暮
ら 

し
ぶ
り
、「
ど
う
せ
七
十
年
も
生
き
ら
れ
な
い
の
だ 

か
ら
」
と
い
う
言
葉
に
は
、
長
寿
を
祝
う
「
古
稀
」
に 

ふ
さ
わ
し
く
な
い
。 

私も古稀を迎えた日に、酒を
呑みながら、自分の名前を折
り込んで詩を詠んでみた。 
また、家族一人ひとりの名前
も折り込んだ詩を詠み、これ
を礼状とした。 



古稀のプレゼント 

 古稀を迎え家族から祝いの酒をプレゼントしてもらった。落語の芸名「三遊亭圓塾」をあしら

ったラベルの酒である。酒好きの私にとって何よりの贈り物。一気に飲み干して酔いしれたいと

ころだが・・・ 

杜甫は、酒におぼれながらも、どこまでも生真面目に、家族を 

想い、国の行く末を案じ、古稀にはまだ遠い五十九歳で没した 

そうだ。杜甫と並んで有名な詩人・李白も数多く酒の詩を詠ん 

だ。そのうちの一つ、「人生はたかだか百年、あっという間に過 

ぎ去ってしまうのだから、酒でも飲んでのびのびと過ごそうで 

はないか」と詠っています。私も、あと３０年この酒を飲みな 

がら百歳までのんびりと生きよう。 
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いつも酒を飲んで「ハメ」を外しているが、祝い酒を飲みながら、ふと閃いて、

自分の名前＋「メ」をハメ込み、それを折り込んだ「ハメ字文」を詠んでみた。 

← 家族から贈られた純米大吟醸金箔入り 

の「三遊亭圓塾」ラベルの日本酒 

１８００mｌビンの色が古稀の色・紫 

新潟・今代司酒造 謹製 

古稀のお祝い迎えたからにゃ、頭鍛え、常に閃いた顔で、

百を目指して長寿。笑い満載、続ける「「ヒライ信」 

古稀なお体こきつかい、若さ保ち、笑顔を絶やさず、

閃いた顔、頓智、とめどなく、どこから出るか、頭脳

のひらめき。 

↓ 

 

息子から高麗人参酒 
のプレゼントもあった 
健康を気遣ってくれた 

のかな？ 

ハメ字文とは、５×

５、７×７のマス目

の中央にかぎ文字を

クロスさせ、空いて

いるマス目に文字を

入れ、粋で洒落た文

章を作る言葉あそび 


